愛知県がんセンター愛知病院　地域医療レジデントプログラム　A

2007年11月

このプログラムは地域医療を実践する総合医になるためのプログラムです。地域医療のために必要な知識、技術を身につけ、現場で遭遇する諸問題に対処できる医師を養成することを目的としています。また、この研修では自らのライフサイクルにあわせて勤務地を変える可能性を考慮し、診療所でも病院でも働ける総合医になることも目標としています。

愛知県がんセンター愛知病院は三河部にある唯一の県立病院として、がん診療、結核医療、へき地医療支援の中核的病院として活動しています。がん診療のなかでは終末期患者に対する緩和医療にも力を入れています。また当院には県のへき地医療支援の企画・調整を行う「へき地医療支援機構」があり、行政的な活動をしながら、へき地診療所への代診活動なども行っています。診療所などで地域医療を実践でき、内科・緩和ケアを中心に病院でも活躍できる総合医になるための研修を、へき地診療所での診療経験のある複数の医師がサポートします。

1. 対象自治医科大学地域医療後期研修プログラム研修医
2. 修了年限　　6ヶ月

3. 研修のゴール

当プログラムを修了した医師は、患者のニーズに的確に応え、合理的で温かな、信頼される保健医療サービスを自ら提供できるようになる

4. 研修の目標と内容

【総合診療】　愛知病院の総合内科部に所属し入院・外来患者を担当する

· 自らの診療範囲を規定せず、様々な健康問題に対応できる
· 一般内科医として急性疾患の入院患者の管理が自立してできる
【緩和医療】　緩和ケア病棟で終末期患者を担当する

· オピオイドの種類や副作用、対処法を理解し、がん患者の疼痛コントロールができる
· 終末期患者の身体・心理・社会・スピリチュアルな問題も含めて対応できる

【地域医療】　代診医として診療所の外来診療をおこなう（テレビ電話で愛知病院から指導を受けることも可能）
· へき地診療所で遭遇する住民の日常的な健康問題に対応できる
【生涯学習・教育】　定期的な勉強会、学会、研究会への参加、研修医教育への参加

· 継続的な自己学習を行い、自分の診療を評価・改善できる

· 学生・研修医に対して1対1の教育を行うことができる

5. 資源

· 指導医等

研修責任者
愛知県がんセンター愛知病院院長　　　　陶山元一

指導医　　

愛知県がんセンター愛知病院総合内科　橋本淳　　（平成4年卒）

· 研修施設　
愛知県がんセンター愛知病院　
　　　　岡崎市欠町栗宿18

6. 研修スケジュール

週間スケジュールの例　（曜日等は相談の上決定）

	
	月
	火
	水
	木
	金

	午前
	外来診療
	緩和回診
	（自主研修）
	外来診療
	診療所代診

	午後
	病棟等
	カンファレンス
	
	病棟等
	


7. 研修の特記事項

· 研修の詳細な目標・内容は個別に相談し決定します

· 3ヶ月毎に研修目標の達成度を評価し、研修の見直しをします
· 希望に応じて上部内視鏡・外来整形外科手技等の技術研修も行います
8. 評価

へき地医療臨床研修システム共通評価表を使用し、研修終了時に総括的評価を行う

ポートフォリオに研修内容を記録し指導医からの形成的評価を行う

9. 処遇 身分

非常勤嘱託員　週３０時間勤務

報酬月額　３３万７６００円　他に通勤手当、宿・日直手当（月2～3回程度、１回２万円）

社会保険・雇用・健康・厚生年金の各種保険あり、学会、研究会への旅費支給あり、アルバイト可

10. 研修期間終了後の進路

当院総合内科スタッフ、希望者にはヘき地診療所やへき地医療拠点病院を紹介。その他、大学病院、総合病院での総合医勤務や開業など。

11. 問合せ先　愛知県がんセンター愛知病院　地域医療支援室長　橋本 淳　（はしもと　あつし）

444-0011 愛知県岡崎市欠町栗宿１８　　　　　Tel　0564-21-6251（内線2573）/ Fax　0564-65-3802

Mail　ahashi@jichi.ac.jp
愛知県がんセンター愛知病院　地域医療レジデントプログラム　B

2007年11月

このプログラムは地域医療を実践する総合医になるためのプログラムです。地域医療のために必要な知識、技術を身につけ、現場で遭遇する諸問題に対処できる医師を養成することを目的としています。また、この研修では自らのライフサイクルにあわせて勤務地を変える可能性を考慮し、診療所でも病院でも働ける総合医になることも目標としています。

愛知県がんセンター愛知病院は三河部にある唯一の県立病院として、がん診療、結核医療、へき地医療支援の中核的病院として活動しています。がん診療のなかでは終末期患者に対する緩和医療にも力を入れています。また当院には県のへき地医療支援の企画・調整を行う「へき地医療支援機構」があり、行政的な活動をしながら、へき地診療所への代診活動なども行っています。診療所などで地域医療を実践でき、内科・緩和ケアを中心に病院でも活躍できる総合医になるための研修を、へき地診療所での診療経験のある複数の医師がサポートします。

1. 対象自治医科大学地域医療後期研修プログラム研修医
2. 修了年限　　１年

3. 研修のゴール

当プログラムを修了した医師は、地域住民と患者のニーズに的確に応え、合理的で温かな、信頼される保健医療サービスを自ら提供できるようになり、介護や福祉まで含めた幅広い分野のひとびとと協働できる

4. 研修の目標と内容

【総合診療】　愛知病院の総合内科部に所属し入院・外来患者を担当する

· 自らの診療範囲を規定せず、様々な健康問題に対応できる
· 一般内科医として急性疾患の入院患者の管理が自立してできる
【緩和医療】　緩和ケア病棟で終末期患者を担当する

· オピオイドの種類や副作用、対処法を理解し、がん患者の疼痛コントロールができる
· 終末期患者の身体・心理・社会・スピリチュアルな問題も含めて対応できる

【地域医療】　代診医として診療所の外来診療をおこなう（テレビ電話で愛知病院から指導を受けることも可能）
· 保健・医療・福祉制度を理解し、診療所運営に必要なマネージメントができる
· へき地診療所で遭遇する住民の日常的な健康問題に対応できる
【生涯学習・教育】　定期的な勉強会、学会、研究会への参加、研修医教育への参加

· 継続的な自己学習を行い、自分の診療を評価・改善できる

· 学生・研修医に対して1対1の教育を行うことができる

5. 資源

· 指導医等

研修責任者
愛知県がんセンター愛知病院院長　　　　陶山元一

指導医　　

愛知県がんセンター愛知病院総合内科　橋本淳　　（平成4年卒）

· 研修施設　
愛知県がんセンター愛知病院　
　　　　岡崎市欠町栗宿18

6. 研修スケジュール

週間スケジュールの例　（曜日等は相談の上決定）

	
	月
	火
	水
	木
	金

	午前
	外来診療
	緩和回診
	（自主研修）
	外来診療
	診療所代診

	午後
	病棟等
	カンファレンス
	
	病棟等
	


7. 研修の特記事項

· 研修の詳細な目標・内容は個別に相談し決定します

· 3ヶ月毎に研修目標の達成度を評価し、研修の見直しをします
· 希望に応じて上部内視鏡・外来整形外科手技等の技術研修も行います
8. 評価

へき地医療臨床研修システム共通評価表を使用し、研修終了時に総括的評価を行う

ポートフォリオに研修内容を記録し指導医からの形成的評価を行う

9. 処遇 身分

非常勤嘱託員　週３０時間勤務

報酬月額　３３万７６００円　他に通勤手当、宿・日直手当（月2～3回程度、１回２万円）

社会保険・雇用・健康・厚生年金の各種保険あり、学会、研究会への旅費支給あり、アルバイト可

10. 研修期間終了後の進路

当院総合内科スタッフ、希望者にはヘき地診療所やへき地医療拠点病院を紹介。その他、大学病院、総合病院での総合医勤務や開業など。

11. 問合せ先　愛知県がんセンター愛知病院　地域医療支援室長　橋本 淳　（はしもと　あつし）

444-0011 愛知県岡崎市欠町栗宿１８　　　　　Tel　0564-21-6251（内線2573）/ Fax　0564-65-3802

Mail　ahashi@jichi.ac.jp

愛知県がんセンター愛知病院　地域医療レジデントプログラム　C

このプログラムは地域医療を実践する総合医になるためのプログラムです。地域医療のために必要な知識、技術を身につけ、現場で遭遇する諸問題に対処できる医師を養成することを目的としています。また、この研修では自らのライフサイクルにあわせて勤務地を変える可能性を考慮し、診療所でも病院でも働ける総合医になることも目標としています。

愛知県がんセンター愛知病院は三河部にある唯一の県立病院として、がん診療、結核医療、へき地医療支援の中核的病院として活動しています。がん診療のなかでは終末期患者に対する緩和医療にも力を入れています。また当院には県のへき地医療支援の企画・調整を行う「へき地医療支援機構」があり、行政的な活動をしながら、へき地診療所への代診活動なども行っています。診療所などで地域医療を実践でき、内科・緩和ケアを中心に病院でも活躍できる総合医になるための研修を、へき地診療所での診療経験のある複数の医師がサポートします。

1. 対象自治医科大学地域医療後期研修プログラム研修医
2. 修了年限　　２年

3. 研修のゴール

当プログラムを修了した医師は、地域住民と患者のニーズに的確に応え、合理的で温かな、信頼される保健医療サービスを自ら提供できるようになり、介護や福祉・行政まで含めた幅広い分野のひとびとと協働できる

4. 研修の目標と内容

【総合診療】　愛知病院の総合内科部に所属し入院・外来患者を担当する

· 自らの診療範囲を規定せず、様々な健康問題に対応できる
· 一般内科医として急性疾患の入院患者の管理が自立してできる
【緩和医療】　緩和ケア病棟で終末期患者を担当する

· オピオイドの種類や副作用、対処法を理解し、がん患者の疼痛コントロールができる
· 終末期患者の身体・心理・社会・スピリチュアルな問題も含めて対応できる

【地域医療】　代診医として診療所の外来診療をおこなう（テレビ電話で愛知病院から指導を受けることも可能）
· 保健・医療・福祉制度を理解し、診療所運営に必要なマネージメントができる
· へき地診療所で遭遇する住民の日常的な健康問題に対応できる
【生涯学習・教育】　定期的な勉強会、学会、研究会への参加、研修医教育への参加

· 継続的な自己学習を行い、自分の診療を評価・改善できる

· 学生・研修医に対して1対1の教育を行うことができる

5. 資源

· 指導医等

研修責任者
愛知県がんセンター愛知病院院長　　　　陶山元一

指導医　　

愛知県がんセンター愛知病院総合内科　橋本淳　　（平成4年卒）

· 研修施設　
愛知県がんセンター愛知病院　
　　　　岡崎市欠町栗宿18

6. 研修スケジュール

週間スケジュールの例　（曜日等は相談の上決定）

	
	月
	火
	水
	木
	金

	午前
	外来診療
	緩和回診
	（自主研修）
	外来診療
	診療所代診

	午後
	病棟等
	カンファレンス
	
	病棟等
	


7. 研修の特記事項

· 研修の詳細な目標・内容は個別に相談し決定します

· 3ヶ月毎に研修目標の達成度を評価し、研修の見直しをします
· 2年目に3ヶ月間の院外研修が可能です（給与は当院で負担します）
· 希望に応じて上部内視鏡・外来整形外科手技等の技術研修も行います
8. 評価

へき地医療臨床研修システム共通評価表を使用し、研修終了時に総括的評価を行う

ポートフォリオに研修内容を記録し指導医からの形成的評価を行う

9. 処遇 身分

非常勤嘱託員　週３０時間勤務

報酬月額　３３万７６００円　他に通勤手当、宿・日直手当（月2～3回程度、１回２万円）

社会保険・雇用・健康・厚生年金の各種保険あり、学会、研究会への旅費支給あり、アルバイト可

10. 研修期間終了後の進路

当院総合内科スタッフ、希望者にはヘき地診療所やへき地医療拠点病院を紹介。その他、大学病院、総合病院での総合医勤務や開業など。

11. 問合せ先　愛知県がんセンター愛知病院　地域医療支援室長　橋本 淳　（はしもと　あつし）

444-0011 愛知県岡崎市欠町栗宿１８　　　　　Tel　0564-21-6251（内線2573）/ Fax　0564-65-3802

Mail　ahashi@jichi.ac.jp

